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当
会
議
に
つ
い
て
は
、

労
働
組
合
自
ら
が
生
産
性

運
動
に
取
り
組
む
四
国
の

機
関
と
し
て
、
１
９
５
９

年
（
昭
和
�
年
）
６
月
に

四
国
地
方
労
働
組
合
生
産

性
企
画
実
践
委
員
会
が
設

立
さ
れ
、
１
９
６
８
年
に

四
国
地
方
労
働
組
合
生
産

性
会
議
（
四
労
生
）
と
改

称
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
企
画
実
践
委
員
会

設
立
以
降
、
�
余
年
を
経

て
お
り
、
そ
の
歴
史
の
重

み
を
改
め
て
感
じ
る
と
と

も
に
、
今
日
ま
で
四
国
に

お
け
る
労
組
生
産
性
運
動

の
発
展
に

ご
尽
力
さ

れ
た
諸
先

輩
方
、
関

係
者
の
方

々
に
は
心
よ
り
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
す
。

　
昨
今
の
わ
が
国
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
競
争

の
激
化
、
少
子
・
高
齢
化

の
進
展
、
巨
額
の
財
政
赤

字
な
ど
、
極
め
て
困
難
な

課
題
を
多
く
抱
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
経
済
に
つ
い
て

は
、
政
府
の
経
済
対
策
や

日
銀
の
金
融
緩
和
に
よ
る

円
安
の
進
行
な
ど
に
よ

り
、
株
価
や
景
況
マ
イ
ン

ド
は
大
幅
に
改
善
し
て
い

る
も
の
の
、
実
体
経
済
の

回
復
は
限
定
的
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。今
後
は
、

構
造
改
革
や
規
制
緩
和
と

併
せ
て
新
た
な
成
長
戦
略

の
断
行
に
よ
り
持
続
的
回

復
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
・
経
済

情
勢
の
中
、
当
会
議
が
取

り
組
む
生
産
性
運
動
は
、

単
に
生
産
性
を
高
め
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
〝
労
働
の
尊
厳
〟
を

守
る
運
動
、
す
な
わ
ち
、

労
働
者
の
働
き
が
い
・
生

き
が
い
、
雇
用
安
定
、
公

正
分
配
な
ど
の
実
現
を
目

指
す
運
動
で
あ
り
、
厳
し

い
経
営
環
境
の
今
こ
そ
、

三
原
則
に
基
づ
く
生
産
性

運
動
の
意
義
と
重
要
性
を

再
認
識
し
、
労
使
が
一
体

と
な
っ
て
、
そ
の
取
り
組

み
を
よ
り
一
層
強
化
し
て

い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要

で
す
。

　
当
会
議
で
は
、
こ
う
し

た
認
識
の
も
と
、
今
年
度

は
、
⑴
喫
緊
の
労
使
課
題

を
テ
ー
マ
と
し
て
労
働
組

合
の
役
割
や
労
組
活
動
の

あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
討

議
す
る
「
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
、
⑵
労
働
組
合
の
先

進
事
例
研
究
や

労
組
活
動
の
向

上
に
資
す
る
た

め
の
実
務
研
修

を
行
う
「
労
組

研
究
会
」
、
⑶
四
国
内
の

労
働
組
合
を
訪
問
し
、
情

報
・
意
見
交
換
と
相
互
研

鑽
を
行
う
「実
践
研
究
会
」

な
ど
の
活
動
を
展
開
し
、

四
国
の
労
働
組
合
の
活
性

化
と
労
組
生
産
性
運
動
の

裾
野
拡
大
に
貢
献
し
て
い

く
所
存
で
す
。


